
（1） 私と中東をつなぐ旅： サウジアラビ
ア、UAE、イランを訪れて

東京大学教養学部教養学科
文化人類学コース 4 年

阿部 想

中東との出会い：サウジアラビア
私と中東の出会いは、学部 2 年の春

に訪れたサウジアラビアから始まる。大
学の海外渡航プログラムの中に「サウジ
アラビア」の文字を見留めた私は、せっ
かくだから、一生行くことのなさそうな
国に行ってみようというなんとも失礼な
理由で応募した。しかしこの選択が、私
を底知れない魅力を持つ中東の世界へと
導いてくれたのである。
私が訪れたのは、サウジアラビアの首

都・リヤドにある、プリンセス・ヌーラ
大学（PNU） だ。PNU は、「男性 40
人分の頭脳を持つ」と言われたサウジア
ラビアの伝説の王女・ヌーラの名前を冠
した、世界最大の女子大だ。学生数は約

6 万人で、敷地面積は本郷キャンパスの
約 30 倍の 1300 ヘクタール。大学内
には 14 の駅があり、自動運転のメトロ
が走っている様子には圧倒された。私は
この大学の学生寮に約 1 週間滞在し、
大学生活を堪能した。

ニカブを外した女性たち
サウジアラビアの女子大に女性として
滞在することの面白さの一つに、ニカブ
を外した姿の同世代の女性たちと交流で
きることがある。大学の建物内は男性が

PNUの学生寮

入ることのできるエリアが厳しく制限さ
れており、各棟のエントランスには女性
管理人が常駐しているので、女性たちは
男性の目を気にすることなく安心して大
学構内を歩くことができる。そのため、
ニカブをしている女性はほとんどおら
ず、学生たちは皆綺麗にウェーブした髪
の毛をなびかせて大学を闊歩していた
（たまに、ベリーショート姿のスタイ
リッシュな女性もいた）。服装もラフな
格好をしている人が多く、T シャツにロ
ングパンツを合わせ、その上から、マン
トのような足まで隠れる長い前開きの上
着を羽織るのが定番の服装だった。サウ
ジアラビアというと、全身真っ黒のアバ
ヤにヒジャブとニカブで顔全体を覆った
姿の女性たちの姿を思い浮かべていた私
は、ニカブの奥の女性たちの素顔を知っ
て、彼女たちとの心の距離もグッと縮
まった気がした。
ただし、いくら大学構内は男性の立ち
入りを制限しているとは言っても、清掃
員の方など構内を出入りしている男性た
ちも少なくない。そのため、女性たちは
いつもヒジャブになるような暗い色のス
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カーフを持ち歩き、男性の姿を見かける
と、近くにいる人同士「男性の姿を見た
よ」などと声を掛け合って、さっとスカー
フを顔に巻き付けるのだ。まるで手品の
ようにあっという間に顔を覆う女性たち
の様子に私は舌を巻いた。

寮の一室で
1 週間の滞在の間、私たちは朝から大

学でキャンパスツアーや料理教室、アラ
ビア語クラスなど、さまざまなプログラ
ムをこなしつつ、夕方からは市内の観光
地に連れて行ってもらってサウジライフ
を満喫した。夕方から市内観光には、毎
回日本語が堪能な現地の学生が付き添っ
てくれ、一緒に市内を巡りながら私たち
はすぐに打ち解けていった。とりわけ仲
良くなったある友人は、サウジ最後の夜
に私たちを彼女の寮の一室へ招待してく
れた。日本の男性アイドルが大好きだと
いう彼女は、独学で学んだとは信じられ
ないほど堪能な日本語を話す。そんな彼
女の部屋は日本のアニメキャラクターや
日本の風景写真などで可愛らしく飾り付
けられていて、バフール（アラブのお香）
がほんのりと香る素敵な部屋だった。夜
中に押しかけて行った私たちを彼女は暖
かく迎え入れてくれ、お手製のクリーム
パスタと大量のお菓子、そしてアラビッ
クコーヒーでもてなしてくれた。スパイ
スの効いた独特の香りがするアラビック
コーヒーを片手に、私たちはおしゃべり
に花を咲かせた。帰り際には、彼女は申
し訳なくなるほどの量のお土産を持たせ
てくれて、笑顔で送り出してくれた。サ
ウジ流のホスピタリティに触れ、スーツ
ケースをパンパンに膨らませた私は、ま
た絶対に中東に帰ってこようという思い
を胸に、泣く泣く日本に帰国した。

未来都市国家・UAE の光と影
サウジから帰国して半年後、次に私が

飛び立ったのは UAE だ。こちらも東京
大学のプログラムを利用して、ドバイと
アブダビ、アル・アインの 3 都市を訪
れた。UAE で度肝を抜かれたのは、独
創的で煌びやかなデザインの建物の数々
だ。世界最高の高さを誇るブルジュ・ハ

リファに始まり、つぶれたドーナツ形を
した未来博物館、街並みが額縁の中の絵
画のように見えるドバイフレーム、アブ
ダビにある完全屋内型テーマパーク・
フェラーリ・ワールドなど、まるで SF
映画の世界に迷い込んだように錯覚する
建築物の連続なのだ。私たちは、大学の
OB でドバイを拠点に建築家として活躍
するファディ・ジャブリ氏の案内で、氏
が率いるチームが設計した完成したばか
りの高層ビルも見学した。高速道路の上
を跨ぐようにして、地上 100 メートル
の高さで直方体の箱が二つの高層タワー
を繋ぐという斬新なデザインの建物は圧
巻だった。まさに UAE は、時代の最先
端をゆく、未来都市的様相を呈した国な
のだ。

一方で、UAE のこの大規模開発を下
支えする外国人労働者にも思いを馳せず
にはいられなかった。私が UAE を訪れ
た 9 月初旬は、連日 40 度を超え、湿
度も 80～ 90% という有様だ。ほんの
一瞬外に出ただけで、刺すような強烈な
日差しと、息苦しさすら覚える湿った空
気に、私は生命の危険すら感じた。しか
し、このような過酷な環境下において

夕刻のブルジュ・ハリファ

も、建設現場を中心に、外で長時間労働
に従事する人々が大勢いるのだ。2022
年のカタール・ワールドカップの際に取
り沙汰されたように、中東諸国では、外
国人労働者への人権侵害が問題となって
いる。UAE においても、労働者のデモ
やストライキは禁じられており、外国人
労働者は脆弱な立場に置かれている。焼
け付くような日差しの下で長時間働き続
ける彼らのことを考えながら見るドバイ
の夜景の眩い光は、もはや手放しでは喜
ぶことのできない代物だった。

憧れの街・イスファハーンへ
3 度目の中東訪問の行き先はイラン
だ。実は、イランは私にとって長年憧れ
の地だった。初めてイランに行きたいと
思ったのは高校生の時である。サファ
ヴィー朝の繁栄を表す「イスファハーン
は世界の半分」という言葉とともに世界
史の教科書に掲載されていたイマーム広
場の写真。私はその精巧な青に目を奪わ
れ、以来いつかイスファハーンを訪れた
いと憧れ続けてきた。そんな長年の願い
を叶えるべく、私は笹川平和財団主催の
イラン短期研修に参加して、イランへと
旅立った。
イマーム広場のシンボル的存在である
イマーム・モスクは圧巻の佇まいだっ
た。緑がかった青色のミナレットは、2
本はメッカの方向、2 本は広場の方向を
向いて空高くそびえ立っており、快晴の
空に映える。1 番大きなドームの真下に
辿り着いた私たちに向けて、ツアーガイ
ドの方がクルアーンの一部の暗誦を披露
してくれた。時が止まったかのような静
けさを破り、ドーム全体に朗々と響き渡
る歌声のような美しい声に、私は感動で
身震いした。
イマーム広場は、南側のイマーム・モ
スク、東側のシャイフ・ロトフォッ
ラー・モスク、西側のアリ・カプ宮殿に
囲まれるようにして広がっている。実際
に訪れてみて最も気に入ったのはこの広
場の部分だった。広場は美しく整備され
ていて、真ん中の大きな噴水を取り囲む
ようにして可憐な花畑と青々とした芝生
が広がり、地元の子どもたちがサッカー
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をしたり、大人たちが座っておしゃべり
したりしている。なんとも長閑で平和な
この空間に、私は一瞬で魅了された。
広場の西に佇むアリ・カプ宮殿のテラ

ス部分から眺める広場の様子もまた圧巻
だった。右手には壮大なイマーム・モス
ク、真下をみるとゆったりと過ごす地元
の人々で賑わう広場が見え、その奥には
シャイフ・ロトフォッラー・モスクが見
える。豪華絢爛ながらも上品さのある青
のモスクと、眼下に広がる青々とした芝
生と花々、行き交う人々の姿に、かつて
「イスファハーンは世界の半分」と評し
た誰かの言葉がこれほどにも説得力をも
つ瞬間はないだろうなどと考えながら、
私はうっとりと広場に見入った。

ヒジャブ着用問題
イラン滞在中、最も気を遣ったのがヒ

ジャブだった。イランでは、外国人も含
め女性はヒジャブを着用する義務があ
る。サウジアラビアや UAE に渡航した
際もなるべく肌の露出を抑えた格好を心
がけていたが、ヒジャブを常に着用する
のは初めてだった。ドーハを飛び立った
飛行機がテヘランに着陸すると、それま
でヒジャブを着用していなかった女性た
ちも一斉にスカーフを顔に巻き付け始め
る。私も慌てて身につけ飛行機を降りる
のだが、スーツケースを引っ張っていた
り少し小走りになったりするとすぐにヒ
ジャブがずれてくるので面倒臭い。さら

アリ・カプ宮殿からの眺め

に、食事の時なども気を抜くと布が顔に
かかってきて不便に感じた。しかし、慣
れくればこちらのもの。ヘアピンを使っ
てスカーフを上手く髪の毛に留めると、
ずり落ちてくることもなく快適だった。
また、2 月の厳しい寒さのイランにおい
ては、顔の周りを布で覆うことは防寒の
意味でも合理的だった。
一方、街中を見渡すと、髪の毛がほと
んど露出するほどヒジャブを緩く巻いた
女性や、全くヒジャブを身につけていな
い女性も少なくないのである。聞けば、
4 年前にヒジャブの着用をめぐって 1
人の女性が逮捕され、死亡した事件を
きっかけに始まった「女性・生命・自
由」運動の影響で、ヒジャブを着用しな
い女性がこの数年で急激に増加したそう
だ。10 年ほど前までイランに暮らして
いたある参加者の話によれば、当時はヒ
ジャブを全く巻かない女性を見かけるこ
とはなかったと言う。ヒジャブ着用拒否
は、4 年前の事件を端に発する女性たち
の抵抗の実践として、今では街に溢れ、
警察ですら取り締まれないほどにその数
は増えており、女性たちが着用を拒否す
る行為が、まさに 4 年前の事件を契機
とした抵抗の実践として根付いているこ
とに、深い驚きを覚えた。一方で、カー
シャーンなどの地方都市では、伝統的な
黒のチャドルを身にまとう女性たちの姿
も多く見かけた。イランの女性たちが自
分自身の望む装いを自由に選べる日が 1
日も早く訪れることを願いつつ、私はイ
ランを後にした。

おわりに
今年 6 月 13 日に起こったイスラエ
ルによるイランへの大規模な先制攻撃、
それに続く両国の交戦、そして 22 日の
アメリカによるイラン核施設への爆撃
は、私にとってこれまでにないほど衝撃
的なニュースだった。日々伝えられる戦
況に、私がイランでお世話になった
方々、街角で出会った野良猫たち、市井
の人々が無事であるようただただ祈り続
けることしかできなかった。その一方
で、私自身もまた、このグローバルなシ
ステムの中に巻き込まれ、ときに不正義

に加担しながら豊かな生活を享受してい
るという事実に、後ろめたさと心苦しさ
も感じずにはいられなかった。中東とい
う地域にご縁をいただいた者として、そ
こに暮らす人々の平和と安全のために、
どのようなかたちであれ貢献していきた
い̶̶その思いをいっそう強くしたこと
をもって、本稿の締めくくりとさせてい
ただく。

（2）2 年間のオマーン生活
東京外国語大学 国際社会学部
中東地域アラビア語専攻 4 年

落合 美月

2023 年 3 月から 2025 年 3 月まで
の 2 年間、オマーンにある日本大使館
で勤務をしながら、首都マスカットで生
活をした。

 在オマーン日本大使館派遣員
著者が応募した「在外公館派遣員」に
ついて軽く説明すると、世界各国にある
大使館・総領事館等の在外公館に派遣さ
れ、日本からの出張者や来訪要人の空港
支援、ホテル・車両の手配と管理のほ
か、現地新聞の翻訳、大使館 HP の編集、
会議資料作成、備品管理、会計補助など
幅広い総務業務を担う（在外公館によっ
て業務内容は異なる）。
在オマーン日本国大使館での具体的な
業務内容について、本稿では言及しない
が、もし興味があればご検索いただきた
い。

 現地の生活
オマーンはどんな国かと聞かれるた
び、必ず言及しているのは気候である。
オマーンは灼熱の国である。入国した
のは 3 月で、それでもやや蒸し暑く感
じていたが、現地の人々は「まだまだ序
の口で、これからもっと暑くなる」と口
をそろえて言っていた。8 月になると、
気温は日中 40 ～ 45℃程度、ひどいと
きには 50℃に達することもあり、その
意味を身にしみて感じていた。現地の暑
さに慣れていなかった当初、日中に 10
分以上外に出ていると、汗が止まらな
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かったため、自由に外を歩くことは困難
であり、少しストレスだった。他方で、
ショッピングモールやレストランの中で
は冷房が強力に効いており、建物内は極
寒という真逆の状況が生じている。これ
もまたストレスであった。
そんな酷暑のオマーンに冬がいつ訪れ

るのかと心待ちにしていたが、11 月に
入ってもまだ暑かった。夏本番と比べれ
ば確かに気温は和らいでいたが、著者は
まだ半袖で過ごしていた。12 月に入り
やっと、朝や夜は半袖では肌寒いと感じ
られる気温になった。オマーンの冬は最
低気温が 18 度前後、最高気温は 25 度
前後である。初夏や秋の初めのような、
涼しさと暖かさを兼ね備えた気候が好き
な著者にとって、オマーンの冬は非常に
快適で、まさに理想的な季節といえた。
気候が涼しくなることで可能になるの
が、自由に外出することである。外を自
由に歩けないストレスから解放され、念
願だった散歩や徒歩での買い物が容易に
なり、レジャーにも頻繁に出かけられる
ようになった。
たとえば、オマーンで初めて体験した

レジャーはハイキングだった。コースは
マスカット郊外の岩山や砂利道、ファラ
ジュ（オマーンの伝統的な灌漑用水路）、
デーツの木の間を通る道であった。朝 7
時の冷たい空気と草木の香りが心地よ
く、自然を五感で堪能することができ
た。本格的なハイキングというわけでは
なかったが、自然の中を歩くだけで気分

がリフレッシュされる、貴重な体験で
あった。
またオマーン生活で重要なのが、車で
ある。当地にはメトロや電車が存在せ
ず、主な移動手段が自家用車かタク
シー、あるいは要所を結ぶバスである。
著者も通勤のため中古車を購入したが、
実はペーパードライバーであり、日本で
はほとんど運転した経験がなかった。し
かし当地では猛暑のため歩行者が少な
く、また首都マスカットは道路が整備さ
れている場所が多いため、比較的初心者
にも運転しやすいという印象を受けた。
とはいえ、日本で言うところのあおり
運転やウィンカーを出さない車線変更と
いった強引な運転は多く見られ、交通事
故の発生率も日本とは比べものにならな
いほど高い。かくいう著者も運転を始め
て 1 か月後に、慣れない環状交差点で
車との衝突事故を起こした（死傷者なし、
保険適用）。勤務先やROP（Royal Oman 
Police ／オマーン王立警察）に大変迷惑
をかけたが、今では懐かしい思い出である。

 砂漠
最も印象に残っているレジャーは、砂
漠泊である。著者は 2 年間の滞在の間
で 3 回行ったが、アクティビティが大
好きなオマーン人の友人に連れて行って
もらった初回が最も印象に残っている。
オマーン東部の内陸に位置するワヒバ
砂漠（ةᙵدᙠ）は、首都マスカットから車
で 2 時間ほどである。目的のキャンプ
地に向かっていると、著者が乗っていた
車が砂にタイヤを取られ、スタックして
しまった。砂漠では順調に走行していて
も、突然タイヤが埋もれてしまうことが
あり、ある程度のコツが必要とされるよ
うだ。幸運にも近くにいたオマーン人た
ちが手を貸してくれ、一緒に車を押して
脱出に成功した。
どうにかキャンプ場に到着すると、友
人が喜々としてバーベキューの準備を始
めたため、著者はテントやキャンプファ
イアーの準備に取り掛かった。準備を始
めたのは日没前だったが、太陽が沈むに
つれて気温が下がり、風も強くなって
いった。

テントの中には砂が入り込み、風で飛
ばされそうになっていた。焼いてくれた
ラクダの肉も野菜もすべてが砂まみれ
で、胡椒なのか砂なのか判別がつかない
まま、じゃりじゃりと音を立てながら食
べたが、とても美味しく感じられた。
食事を終え、キャンプファイアーを囲
みながら会話を楽しんでいたとき、空を
見上げると満天の星と明るい月が輝いて
いた（残念ながら写真には収められな
かった）。その頃にはすっかり冷え込ん
でおり、日本から持参したジャンパーや
パーカーが初めてオマーンで活躍した。
朝を迎えると、気温は一段と低くなり、
朝露によって椅子や靴が濡れていた。砂
も水分を含んでおり、触れると泥のよう
な感触があった。それでも、近くの丘に
登ってみると、誰の足跡もない美しい砂
漠の風景が広がっていた。残念ながら日
の出は雲に遮られて見えなかったが、朝
焼けと一面に広がる砂漠の眺めはまさに
絶景であった。

オマーンの桃源郷、ワカン村
オマーンで有名な観光名所の一つ、ワ
カン村（انᝨة وᙔᗪق）もとても印象深く記
憶に残っている。
ワカン村は、オマーン北東部の南バー
ティナ地方にある小さな村である。「オ
マーンの桃源郷」とも称され、観光客に
ひそかに人気のスポットとなっている。
最大の特徴は、その自然の美しさにあ
る。ファラジュや段々畑、山羊など、自
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然と動物にあふれた環境が広がってい
る。特に 2 月ごろにはあんずの花が咲
き誇り、可愛らしいピンク色の景色を楽
しめる。
村にはカフェやスナックを販売する屋

台もあり、観光地としてしっかり機能し
ている。しかし一方で、実際に人々が暮
らしている村でもあるため、ロバを引く
少年や畑仕事をする男性の姿が見られ、
彼らの生活を妨げないよう配慮する必要
がある。
著者はあんずの花が最も美しく見られ

るとされる 2 月に村を訪れた。花は一
部散っており、緑が目立ち始めてはいた
が、歩きながら、そのかわいらしい花を
存分に堪能した。快晴の青空の下、ナツ
メヤシの木とあんずの花、そして壮大な
岩山が一つの絵となって広がっており、
その光景にとても感動した。

ただし、残念ながらワカン村への道の
りは容易ではなく、4WD で急勾配のオ
フロードを 15 ～ 20 分かけて登る必要
がある。道路のすぐ脇は崖で、対向車と
すれ違うには広い場所で待つ必要がある
くらい道幅も狭い。いつかアクセスしや
すくなることを祈るばかりである。

 オマーンの避暑地、サラーラ
オマーンの自然観光地を語る上でかか

せないのが、サラーラ（ 。である（صلالة

サラーラはオマーン南部のドファール
地方にある都市である。この地域では、
6 月から 9 月にかけてモンスーンの影
響を受け、ハリーフ（فᙔᗪخ）と呼ばれ
る季節に突入する。この期間は曇りや雨
の日が多く、緑が生い茂る。首都マスカッ
トよりも気温が 5 ～ 10℃ほど低いた
め、オマーン国内のみならず他のアラブ
諸国や欧州からの観光客が避暑地として
訪れるほど、人気の観光地である。
日本においては、雨や霧、緑にあふれ
た景色は珍しいものではなく、特別な感
動を覚えることはないかもしれない。し
かし、実際に見たサラーラの豊かな水と
緑は首都では見ることのできない光景で
あるため、サラーラを薦めるオマーン人
たちの気持ちが少し理解できたように思
う。
著者は 9 月中旬のハリーフの時期に、
友人とともに訪れた。下記写真はサラー
ラ北部にあるジャバル・カラという有名
な観光スポットである。ハリーフの時期
には、このように美しい緑の自然を満喫
することができる。ちなみにここにはサ
ラーラ空港で借りたSUVで移動したが、

道路は山道も含めて意外と整備されてお
り、初心者でも運転しやすかった。
また、サラーラは乳香の産地としても
知られている。紀元前から乳香貿易の拠
点として栄えたスムハラム遺跡や世界遺
産であるナチュラル・パーク・オブ・フ
ランキンセンス・ツリー（Natural Park 
of Frankincense Trees）を訪れ、壮観
な風景や歴史を堪能した。食事は山盛り
の米とヤギ肉のミシュカーク（串焼き）、
ラクダ肉など、どれも豪快な料理で、毎
回満腹になった。
自然、遺跡、美食と、魅力が詰まった
サラーラは、ぜひもう一度訪れたいと感
じさせる素晴らしい場所であった。

最後に
正直、2 年間のオマーン生活はジェッ
トコースターのように毎日面白いことが
起こったわけではなく、淡々と過ごして
きた日々の方が多かった。しかし歴史を
感じさせる場所や、自然に癒される場所
も多く、その一つ一つが心に残る印象深
い経験であり、ただひたすらにオマーン
という国を楽しんだ。
またおおらかで適当で、ホスピタリ
ティにあふれるオマーン人たちと、豊か
で素晴らしい歴史や自然を感じることが
できる土地で生活をした経験は、自身の
考え方や心を豊かにし、いい意味でも悪
い意味でも心が動き刺激的であった。
現在、帰国してから 4 か月が経った。
発展途上で、滞在した 2 年間の間にも
いろいろなものが変化したオマーン。既
に懐かしく、戻りたい気持ちもあるが、
またさらに変化したこの国を見てみたい
ので、もうしばらく経ってから里帰りし
たいと思う。
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（1） 研究者の「推し活」：アラビア医学
史と墓廟

東京大学大学院総合文化研究科
地域文化研究専攻博士課程

澤 裕章

近年「推し活」という言葉を見聞きす
る。他人に勧めたいほどに好きなキャラ
クターやアイドルを「推し」と呼び、そ
れらを応援する行為を「推し活」と言う。
「推し活」には多様な形態があるが、時
に「推し」のグッズとともに国内外を周
り、それらを並べて写真を撮り、SNS
にアップロードする。私自身、特別に推
しているアイドルなどはいないのだが、
研究者であれば、各人が研究対象とする
著作や人物は、ある意味では「推し」と
も呼べる存在だろう。そして、2025
年 5 月のイラン渡航の際に、私も調査
の合間を縫って、「推し」のグッズとと
もに「推し活」を行なってきた。今回は
そこに至るまでの話をしたい。

 『アレクサンドリア集成』
私は中世アラビア医学史、特に 6 世

紀にアレクサンドリアで成立した『アレ
クサンドリア集成』（以下、『集成』）と

呼ばれる文献を研究している。いわば現
在の「推し」である。『集成』は 6 世紀
頃にアレクサンドリアで成立したとされ
る医学教育カリキュラムである。当時の
アレクサンドリアでは、2 世紀のローマ
で活躍した医師、ガレノスが体系化した
医学理論が熱心に研究されており、彼が
著した医学文献を基に医学教育が行なわ
れていた。しかし、彼の医学書は長大か
つ冗長であったため、同地では教育のた
めに内容を簡易に理解できる要約書や注
釈書が求められていた。そのような環境
下で、『集成』はガレノスの著作を翻案
しつつ医学教育を目的に作成された。『集
成』の原典はギリシア語で書かれていた
が、現在は散逸しているため、その研究
にはアラビア語訳を参照する必要があ
る。アラビア語訳は、9 世紀アッバース
朝下で著名な翻訳者であったフナイン・
イブン・イスハークによって作成された
と考えられている。
現在、私は『集成』に収められたガレ
ノス著『病と症状について』に相当する
箇所の校訂版作成と機械学習を用いた翻
訳者推定を博士論文として取り組んでい
る。これらの作業に必要なのが写本の読
解である。『集成』版の『病と症状につ
いて』は未だ校訂版が提出されておら
ず、全文を読み通すには世界各地に散在
する写本を調査する必要がある。近年
は、写本のデジタル化やアラビア語写本
に関するデータベースの整備が進んでい
る。しかし、『集成』の写本があるとい
うイランでは、包括的なデータベースは
整備されていない。そのため、史料を手
に入れるべくイランに渡航することに
なった。そして、その傍らで「推し活」
を行なうことにした。

 テヘラン大学と書店街
『集成』の写本が収められていると聞
き訪ねたテヘラン大学中央図書館は、テ
ヘラン大学の中央キャンパスにある。詳

しい利用方法については紹介文が既に存
在する 1 ため、ここでは割愛する。また
調査としては『集成』の写本とされたも
のは、異なるテキストであり、期待外れ
の結果となってしまったが、こちらも別
の紙面で報告を書く予定がある。そのた
め、ここでは大学前にある書店街での話
をしたいと思う。

イランでは近年アラビア医学史に関す
る研究や校訂本がいくつか出版されてい
る。テヘラン大学の前を横断するエンゲ
ラーブ通りには、数多くの書店が並んで
おり、扱う分野も大学などの教科書や専
門書、古書など多岐に亘る。私が今回巡っ
ただけでも冊数、種類ともに相当な数に
なると感じたが、それでも一時に比べる
と品揃えは悪くなっているらしい。とは
いえ、外国の書店を歩くのは、日本で行
うのとは違う楽しみがある。
早速、本探し……と行きたいところだ
が、下準備が必要である。ある程度、ペ
ルシア語を扱えるようにしておきたい。
テヘラン市内では若い世代は比較的英語
に親しんでいるようで、街中で声をかけ
てくる若者とは英語で会話することがで
きた。一方、ある程度上の世代だと通り
が悪かった。そのため、用件を伝えられ
る程度にはペルシア語を身に付けておい
た方がいいと感じた。私自身、ペルシア
語は文献講読のために一通り文法は学ん
だものの、会話については全くと言って
いいほどできず、簡単な挨拶やフレーズ
が言える程度であった。ある古本屋で店
主と会話をした時、ペルシア語がうまく
通じず、Google 翻訳を使って会話をす
ることにした。何とか用件は伝えられた
ものの、「ペルシア語の本が欲しいなら

エンゲラーブ広場

2. この一品――私の研究モノ語り

1 https://u-parl.lib.u-tokyo.ac.jp/japanese/world-library10



7

UTCMES ニューズレター VOL.27

大使館に行って手伝ってもらえばどう
だ」と言われてしまった。不甲斐なさと
多少の怒りを覚えた一方で、理屈として
はその通りであり、何としてでも本屋で
会話ができるくらいにはなると誓った。
そのおかげか、帰る直前には簡単な会話
はできるようになっていた。1 週間ほど
の期間でも現地で言語を浴びることで上
達することを身をもって体験した。
こうして書店街をうろつく内に、とあ

る建物に行きついた。そこには各種専門
に応じた書店が集まっていた。入り口近
くには工学や法学に関する書店が並んで
いたが、奥まで進んでみると、「医学」
と書いている書店を見つけた。この店は
伝統医学に関する書籍を売る書店らし
く、アラビア医学史で重要な作品が並ん
でいるほか、中国医学に関する書籍も取
り揃えていた。欲しい本はいくらでもあ
るが、荷物のことを考えると全ては買え
ない。悩んだ挙句、「推し」の著作のペ
ルシア語訳8巻セットを買うことにした。
 

イブン・スィーナーの墓廟
さて、こうして現地の研究書を手に入

れた後は、いよいよ『推し活』本番に取
り掛かる時が来た。今回の「推し活」は
「推し」の墓廟で胸像を手に入れ写真を
取ることであった。ここで私の「推し」
であるイブン・スィーナーに触れておき
たい。イブン・スィーナーは 10 世紀か
ら 11 世紀にかけて現在のイランを中心
に活動した医学者・哲学者である。彼は
幼少期から卓越した才能を発揮し諸学問
を修め、王朝で宮廷医を務めながら数々
の作品を残した。中でも当時の医学の集
大成と評される『医学典範』は翻訳を通
じてラテン語圏に伝わり、15 世紀頃ま
で大学の教科書として使われるほどで
あった。他方、大陸の東側への影響も大
きい。『医学典範』はペルシア語圏で翻訳
や注釈書が数多く作成された。それらの
作品とともに『医学典範』の伝統はイン
ド亜大陸にも到達し、現在では民間医学
と融合し「ユーナニ医学」として一定の
地位を得ている。イラン渡航に先立って
訪れたインドのハイデラバードでは「ユー
ナニ医学薬局」が街中に点在している。

これほどに医学史上で功績を残した人
物が没したのが、イラン中西部に位置す
るハマダーンである。古代にはエクバタ
ナと呼ばれたこの町は、山脈沿いにある
ため、標高が高く、私の訪れた 5 月初
旬だと夕方になれば上着が必要なほどの
気温だった。町はそれほど大きくなく、
郊外に空港はあるが、鉄道は通っていな
い。そのため、テヘラン市内から向かう
場合は、バスを利用することになる。私
はホテルで聞いた南バスターミナルから
高速バスで向かうことにした。所用時間
は 4 時間ほどで、エアコン付きのバス
でないと辛い旅になる。
町のバスターミナルに着いたら、墓廟
のあるブー・アリー・スィーナー広場ま
ではタクシーで 5 分ほど移動する。広
場の周りは観光地になっていて、彼の名
前を冠した建物や彼の著作名が書かれた
本型のオブジェなどが置かれていた。そ
して、広場の中心には彼の墓廟施設があ
る。この施設は一階部分に博物館があ
り、その上に彼の墓廟となる塔が建てら
れている。塔を背景に写真を何枚か撮
り、博物館に入った。博物館にはハマダー
ンで出土した古代の医療器具やイブン・
スィーナーの著作の写本、薬草などが展
示されていた。面積自体はそれほど大き
くはないが、医学史・科学史や古代史に
関心があれば十分に楽しめるだろう。
博物館に満足して外に出ると、出入り
口の脇にキオスク然としたショップが

あった。店の横にはショーケースが置か
れていて、薬草や関連書類が並んでい
た。そして、その中にイブン・スィーナー
と書かれた胸像があった。しかも金・
銀・銅・石膏の四種類！ 急いで店員に
声をかけ、胸像が欲しい旨を伝えると、
箱から像を取り出した。しかし、出てき
たのは銅と石膏の二つ。「金と銀は？」
と聞くと、売り切れていた。石膏だと帰
りの飛行機に耐えられるか分からないと
判断し、銅の胸像を選んだ。そして墓廟
を背景に写真を撮った。これでイランで
のプライベートな最大のミッションを達
成することができた。なお、現在この胸
像は家で一番高い所に飾られている。

 さいごに
大量の書籍と「推し」の胸像を抱えて
帰国した 1 か月後、イスラエルによる
イランへの攻撃により、海外危険情報の
レベルが引き上げられた。現在では一段
階下がったものの、渡航は当分の間難し
くなった。今回は 1 週間ほどの滞在で、
国内はおろか、テヘラン市内でも観光で
きていないエリアがある。情勢が安定し
た暁には再度「推し活」のため、イラン
を訪れてみたい。

イブン・スィーナーの胸像と墓廟

ユーナニ医学の薬局
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（2） オマーン・マスカット市で過ごす
ラマダン

東京大学大学院総合文化研究科国際社会
科学専攻
国際関係論コース「人間の安全保障」プ
ログラム修士課程 2 年

有坂 日向子

はじめに：ラマダンの始まりは空港から
2025 年 3 月 1 日から 31 日まで、

筆者はオマーン・スルタン王国のマス
カット市に滞在した。筆者自身はかねて
より中東・北アフリカ地域に学術的関心
を抱いているが、同時にイスラームを信
仰するムスリマでもある。本稿では、宗
教的に特別な時期であるラマダン月にお
いて、中東における一時的な滞在者とし
て体験した出来事を、学術的視点とムス
リマとしての視座という二重のポジショ
ンから記録・分析することを試みる。
出国に先立ち、まず査証の取得が必要

であった。日本国籍者がオマーンに入国
する際の査証免除期間は最大 14 日間と
短いため、事前に30日間有効の Tourist 
Visit Visa（観光査証）をオンラインで
取得した。マスカット空港の入国審査で
は、一時訪問者レーンではなく居住者
レーンに案内されそうになった。これ
は、おそらく筆者がヒジャブを着用して
いたためであろう。入国管理の場は、国
家の「他者」への認識がもっとも可視化
される空間のひとつであると思うが、オ
マーンにおいてはそのまなざしは穏やか
で、「ゆったり」「のんびり」という形容
がふさわしいだろう。
「アラブ人じゃないのか？」「本当に日
本人？ 一重じゃないけれど。」などの問
いは、欧米諸国や日本での入国時にはま
ず投げかけられないものであり、むしろ
新鮮な経験であった。なお、筆者は日本
とイギリスのミックスである。さらに、
「ラマダンはサウジの時間に合わせてる
のか？」といった宗教実践に関する質問
も飛び出し、自身がムスリマとして見ら
れる体験でもあった。
入国後、「ジャザーカッラー jazaka 

allah」1 と挨拶をして出口へ向かい、夫
に連絡を取ろうとしたが、空港Wi-Fi の

利用にはオマーン国内の携帯電話番号が
必要であった。現地の携帯番号を持たな
かったため、近くにいたインド人スタッ
フに依頼して、彼の携帯で SMS 認証を
通してもらった。オマーンでは VPN の
使用が法律で禁止されていると聞いてい
たため、サイバーセキュリティに厳しい
イメージがあったが、空港 Wi-Fi のセ
キュリティは緩やかであったことに驚か
された。
迎えを待つあいだ、空港内の祈祷室を
訪れた。中にはマレーシア人と思しき女
性職員が一人だけおり、筆者が日本から
来たことを伝えると、満面の笑顔で「オ
マーンにようこそ」と迎えてくれた。こ
の一言が、オマーンで過ごす日々の始ま
りを知らせてくれたように感じられた。
同時に、入国後すぐに東南アジアや南ア
ジア出身の職員に会ったことで、オマー
ンの人口構造や社会的多層性が直感的に
理解できる場面でもあった。

女性としての体験
日常生活における女性としての安全性
について事前に触れておきたい。筆者が
マスカットで過ごしたのは 1 か月間と
いう比較的短い滞在期間であったが、そ
のあいだ、昼夜を問わず差別的あるいは
性的な言動を受けることは一度もなかっ
た。もちろん、ラマダンという神聖な期
間において、信仰心の高まりとともに
人々の言動がより意識されていた可能性
は否定できない。それを差し引いても、
筆者は日本国内での生活と比べても、む
しろ安心感のある日々を送っていたと感
じている。
オマーンでは都市部にも鉄道や地下鉄
といった公共交通機関が整備されておら
ず、移動手段としては車移動が主流であ
る。そのため、筆者は滞在中、配車アプ
リ「Otaxi」を利用することが多かった。
同アプリでは「女性専用タクシー」を選
択することができ、実際に何度か利用し
てみたが、料金がやや高めに設定されて

いる点を除けば、サービスや運転手の対
応、マナーといった点で通常のタクシー
との差は特に感じられなかった。これ
は、女性という属性によって特別な「保
護」を必要とするわけではなく、社会全
体として一定の節度が共有されていたこ
との表れとも言えるのではないか。

都市の風景に見る分業と共存
町中の小さなスーパーでも、大規模な
ショッピングモール内のチェーン系スー
パーでも、スタッフの大半は南インド系
の出自を持つ人々であった。彼らは業務
中、同僚同士ではヒンディー語やウル
ドゥー語で談笑しながらも、客に対して
は英語で接客を行っていた。言語の使い
分けは、彼らの間にある文化的共同体の
結びつきと、職業上の期待とのあいだに
引かれた明確な境界線を象徴していた。
また、大型スーパーのレジにはオマー
ン人と見られる男女が座り、商品のス
キャン作業を担っていた。一方で、スキャ
ンされた商品を袋に詰めるのは、決まっ
て南インド系のスタッフであった。同じ
店舗内という限定された空間においてす
ら、職務の分担が出身地によって明瞭に
線引きされており、その配置の中に、見
えにくいヒエラルキーの構造が埋め込ま
れていることが直感的に理解された。こ
のような場面は一見すると機能的分業に
過ぎないようにも見えるが、それが恒常
的に繰り返されることで、国籍や出自に
よる社会的階層の再生産が日常的実践と
して温存されていることを示しているよ
うに思われた。

祈りの場にひらく多様性 
─モスクという交差点
タラーウィーフ礼拝 tarawih2 には、
月経期間を除き毎晩欠かさず参加した。
モスクは単なる礼拝の空間ではなく、そ
の地域のコミュニティーが日常的に交わ
る場でもある。したがって、同じ場所に
通い続けることで、徐々に顔見知りの女

1  日常的に使われる「ありがとう／シュクラン shukran」に代わる、より宗教的な祝祷の意味を含
む表現であり、「アッラーがあなたに恵みをもたらしてくれますように」と願うムスリム同士の
挨拶である。

2  ムスリムにとって義務である5回目のお祈りの後に続けて行われる、ラマダン月の任意礼拝。通
常の礼拝よりも回数と時間が長い。
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性たちが増え、筆者も一時的な「よそ者」
から空間の一部として迎え入れられるよ
うな感覚を覚えるようになった。
滞在していたアパート近くのハイユ・

アル＝バイダーウ礼拝堂 Jami‘ Hayy al-
Bayda’ では、礼拝者の多くがオマーン
人であり、礼拝前後の会話も主にアラビ
ア語で交わされていた。このモスクの特
徴として、オマーンでは多数派を占める
イバード派の礼拝スタイルが見られた点
が挙げられる。たとえば、立位から拝礼
ruku‘ に入る際の動作において、スンナ
派の一部（シャーフィイー派など）では
両手を耳の横に上げてから屈むのに対
し、イバード派ではその動作を省略し、
直接拝礼に移行していた。宗派間の教義
上の差異というよりも、身体の所作によ
る宗教実践の違いを認識した瞬間でも
あった。

一方で、近隣にある別の礼拝所である
マスジド・アル＝ジャリールMasjid al-
Jalil では、バングラデシュ、マレーシア、
パキスタン系のムスリムたちが多く集
まっていた。印象的だったのは、タラー
ウィーフ礼拝においてイマームが暗唱す
るクルアーンの章 surah が比較的長く、
1 時間半近くをかけて 8 回のラクア
rakʿah3 が行われていた点である。イス
ラームの教義的には朗誦する章の長短に
意味的優劣はないとされるが、どの章
を、どのようなリズムで暗唱するかとい
う選択が、それぞれのコミュニティーの
感受性や慣習と密接に結びついているこ
とがうかがえた。2 つのモスクを比較し
ただけでも、宗派・民族・言語・実践方
法といった多層的な差異が存在している
ことが明らかであった。

Jami‘ Hayy al-Bayda’

宗教的空間における女性
ラマダーン月特有のタラーウィーフ礼
拝に参加する中で、女性たちのあいだに
も明確な年功序列のような非言語的秩序
が存在することに気づかされた。礼拝
前、年配の女性たちは一番前の列にまと
まって座り、時にはプラスチック製の椅
子を並べて場所を確保していた。誰かが
礼拝の途中で退出すると、その空いたス
ペースに若い女性を促して移動させるの
も、決まって年長の女性であった。形式
的なリーダーがいるわけではないが、秩
序や伝統を維持しようとする意志が自然
に機能していた。
ある晩、テレビの通信不良が原因でイ
マームの声が女性の祈祷スペースに届か
なくなった際には、しばしのざわめきの
後に最前列の年配女性が立ち上がり、イ
マームの代わりに礼拝の進行を引き継い
だ。後に聞いたところでは、彼女はイマー
ムの妻で、音声が遮断された際には代替
的に先導することがあるという。モスク
での集団礼拝は、男性のイマームが先導
するという決まりがある空間において
も、状況次第では女性コミュニティーの
判断と信頼に基づき、女性がイニシア
ティブを取る光景が確かに存在していた。
また、トルコ建築様式の礼拝所である
サイード・ビン・タイムール・モスク
Said bin Taymur Mosque では、礼拝
中に誰かの携帯電話が鳴った際には、年

配女性がすぐに注意を促し、場の静けさ
を取り戻す場面もあった。声を荒げるこ
となく、しかしはっきりとした口調と仕
草で秩序を回復するそのふるまいに、宗
教空間における規範意識が凝縮されてい
たように思う。こうした体験を通じて筆
者は、モスクという宗教的空間における
女性の存在が単なる「信徒」にとどまら
ず、秩序の安定とコミュニティーを支え
る担い手であると改めて感じた。

知の風景に触れる
滞在中、筆者はマスカット市内に点在

するいくつかの書店を訪れた。そのひと
つが、al-Khuwayr 地区南部の al-Kulliyya 
Street 沿いにある Bahrain Books であ
る。外観は質素で控えめながら、イスラー
ム関連書籍、児童用の英語の本やアラビ
ア語の絵本、オマーンの歴史、特にタン
ザニアとの歴史的繋がりを強調するよう
な書籍など多様なジャンルの本が並んで
いた。また、大型モール内にも一般的な
書店が併設されており、そこには英語圏
ベストセラーの翻訳本や児童用の絵本、
オマーンの文化を紹介する観光向け書籍
が多く見られた。しかしながら、学術書
や専門書の翻訳本に関しては情報が古く、
出版年も 2010 年代のものが多かった。
これは、学問的知識のアップデートに対
する需要の限界、あるいは偏った出版流
通の現状を反映している可能性がある。

 

Said bin Taymur Mosque
 

Bahrain Books

3  立礼、屈礼、平伏礼を含む礼拝の単位。
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このような書店体験は、礼拝や街歩き
とは異なるかたちで、オマーン社会の特
徴を読み解く手がかりとなった。そして
それは、筆者自身の視座の在り方をも問
い直す機会となった。ムスリマとして、
また国外から来た者として共同体に入り

（1）2025 年 4 月 11 日（金）
シンポジウム『イスラーム法研究入門』
刊行記念：
書評会『イスラーム法研究入門』
共催：東京大学人文社会系研究科イスラ
ム学研究室、東京大学中東地域研究セン
ター（UTCMES）

柳橋博之監修（2025）『イスラーム
法研究入門』成文堂は、東京大学イスラ
ム学研究室で長年にわたり教 を執った
柳橋博之の退職記念論集である。しか
し、同種の書籍の慣例に反し、学生にも
読みやすい、ハンドブック型の書籍と
なっていることが特徴的である。 本書
の構成は、イスラーム法研究に関する部
分（第 1 ～ 3 章）と、歴史研究の紹介（第
4 章）に分けることができる。第 1 章
では東洋学などイスラーム法研究の欧米
圏における歴史が書かれ、第 2 章では
学派ごとの法学研究史が書かれている。
第 3 章はハディース研究についての章
である。
本会ではまず UTCMES 助教の木村風

雅が第 1 ～ 3 章の書評を担当し、第 1
章では、学派、師弟関係、地域、法学テ
キストという、これまでのイスラーム法
研究で行われてきた区切りが紹介されて
いるのに対して、第 2 章では、学派の
中での権威的な学説の発生過程と、王
朝・国家でそれらが公式化された過程が
書かれていること、第3章では、イスラー
ム世界における理解が取り上げられ、英
語圏での東洋学・イスラーム研究や、現
地語の研究との付き合い方についての指
針が述べられていることが特徴的だと指

込みつつ、どこかで観察者としての距離
を保ち続けるという二重の視点でオマー
ンの一部を観察することができた。ラマ
ダン月のマスカット滞在は、宗教実践に
身を委ねながらも、常に複数の位置性と
まなざしを行き来する経験であった。労

働、言語、秩序、知識などをめぐる観察
は、今後の筆者の研究においても単一の
ではなく、重層的な実践として社会を捉
える感性を鍛える糧となることを願う。

摘した。
第 4 章の書評は早稲田大学の五十嵐
大介が担当した。章全体の位置づけは、
イスラーム法の社会での適用を示すもの
である。第 1 節では、史料の制約から
近代を対象にする各論に対して、三浦徹
による、地域・時代の幅を広くとった総
論が入る。第 2 節で大河原知樹は、膨
大な先行研究のあるオスマン朝期のトル
コ・アラブ諸国・バルカン諸国の法廷文
書全体を概観し、各国の所蔵資料・最新
の情報を提示している。第 3 節では磯
貝健一が、ロシア帝政期中央アジアでの
法廷文書へのアクセス過程、裁判状況の
復元などを述べている。第 4 節では阿
部尚史が本書唯一のシーア派に関する研
究を展開し、カージャール朝期の法廷文
書について様式を記している。第 5 節
を執筆した佐藤健太郎は、一つの皮紙に
数十年かけて書かれたモロッコの不動産
の権利に関する文書を、先行研究がほと
んどない中で解読した。1 冊を通すと、
法廷文書に法学派がどう関係しているの
か、法学上の学説・議論が文書に反映さ
れているのかを考えるために重要な構成
になっている一方、両研究の接続は今後
の課題として開かれている。
次に、編集者・執筆者による紹介が行

われた。それぞれ、各自の仕事の意図と
ともに、柳橋の教育を受けた思い出、そ
のテーマを扱うことになったきっかけな
どの裏話を提供し、会場は盛況となった。

（東京大学教養学部　芝田和樹）

（2）2025 年 5 月 11 日（日）
イエメン特別集会 1「イエメン：10 年
の混乱は何を生み出したのか」
2025 年 7 月 6 日（日）
イエメン特別集会 2「イエメン内戦の傍
観者？ ハドラマウトほか東部諸地域の
歴史的・今日的ダイナミクス」
共催：立命館大学中東・イスラーム研究
センター（CMEIS）、現代中東政治研究
ネットワーク（CMEPS-J）、JICA（国際
協力機構）「紛争における開発支援」研究
会、JSPS 科研費（JP23K00887）、東
京大学中東地域研究センター（UTCMES）

立命館大学中東・イスラーム研究セン
ターとの共催で、5/11（日）と 7/6（日）
にイエメン特別集会が開催された。第 1
回は「イエメン：10 年の混乱は何を生
み出したのか」と題し、2015 年の内
戦勃発から 10 年を機に混迷のイエメン
情勢の形成と複雑化の過程が報告され
た。第 2 回は「イエメン内戦の傍観者？
ハドラマウトほか東部諸地域の歴史的・
今日的ダイナミクス」と題し、これまで
語られることの少なかった同地域の歴史
的な展開と内戦勃発後の勢力関係ついて
報告された。
第 1 回では、まず JICA の川嶋淳司が、

内戦開始までの 10 年を省みた。2009
年に「アラビア半島のアル・カーイダ」
（AQAP）が結成されたところから始め、
イエメン領土内でのテロ掃討作戦に協力
する主体をアメリカが望んでいたこと

3. 駒場中東セミナー開催報告
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や、少し時代を遡ってフーシ派と南部分
離派という主体の形成を述べた。アラブ
の春でサーレハ大統領が合意と交渉に
よって退陣し、旧北イエメン出身の彼の
下で副大統領を務めていた旧南イエメン
出身のハーディーが大統領に就任し、政
権移行過程の確認と憲法の骨格作成のた
めに国民対話会議が組織されたが、成果
が見えない移行政権に対する不満に乗じ
たフーシ派がサナアを占拠し、それに対
して 2015 年にサウジアラビア等有志
連合が空爆を開始するという流れを紹介
した。
次に防衛省防衛研究所の𠮷田智聡が、

イエメン内戦がなぜ政治的解決も軍事的
決着もせず 10 年にわたり続いてきた
か、また 10 年の内戦を経て各アクター
はどのように変容したかという問いを考
察した。イエメン内戦は、開戦から
2022 年 4 月の停戦合意までの、国内
の軍事衝突やサウジアラビア・UAE に
対する航空攻撃の烈度が高かった第 1
段階、停戦合意から 2023 年 10 月に
ガザ紛争が勃発するまでの軍事衝突の烈
度が低下した第 2 段階、ガザ紛争とイ
エメン内戦が接合するようになった第 3
段階に分けられる。第 1 段階ではとも
に IRG（国際承認政府）と対立していた
南部移行会議とサーレハ派の国民抵抗軍
が、前者は 2019 年、後者は 2022 年
に、大統領指導評議会を中心とする IRG
に合流するなど、国内主体の変化が見ら
れる。
3 人目に発表した神奈川大学の槌谷恒

孝は、UNDP 平和事業支援チームのリー
ダーとしてサナアに滞在していた経験を
もとに、イエメン紛争での国連の役割を
論じた。国連には国際規範を形成する
場、フォーラムの場、実践する組織とし
ての面があり、それぞれ法的拘束力を持
つ安保理決議の読解、各国代表のスピー
チに対するテキスト分析、平和構築に関
する現場の事例紹介によって論じられた。
全体討論では、大東文化大学の松本弘
が、諸外国からの経済協力を取り付ける
ために不安定要素を温存するという脆弱
国家支援論に基づいた説明を行い、日本
エネルギー経済研究所の堀拔功二が、自
身の専門とする湾岸諸国からイエメンへ
の軍事介入の様相と、内戦に起因する物
流・エネルギー輸出コストの増大を説明
した。
つづく第 2 回では慶應義塾大学の新
井和広が 19 世紀に小王国が林立してい
た時代からの歴史を、古地図を交えて概
観した。イエメン東部のハドラマウト県
とマフラ県は、フーシ派支配地域やアデ
ンと一定の距離をとっており比較的治安
が安定している。旧北イエメンとは宗
派・文化、支配王朝の違いがあるだけで
なく、アデン周辺地域が南アラビア連邦
として独立した後もイギリスの保護領で
あり続けることを選択するなど、国内他
地域とは様々な相違点がある。
ハドラマウトは東南アジアなどインド
洋沿岸地域に移民を送り出しており、イ
ンドで蓄財したハドラミーの帰還者から
は王朝の建国者が出るほどであった。現

在も東南アジアのムスリムが留学に来る
ことなどの人的つながりがある。
続いて𠮷田智聡が、東部諸地域が内戦
で果たしている役割と東西の勢力図につ
いて述べた。ハドラマウトはフーシ派で
も南部分離主義勢力でもなく IRG が支
配しており、かつ戦闘が及んでいない数
少ない地域の一つであるが、そのことは
内戦と無関係であることを意味しない。
内戦前にハドラマウト自治主義が萌芽
し、UAE が AQAP からムカッラーを解
放してからは「ハドラマウト精鋭隊」が
設立され南部移行会議と連携した。南部
移行会議はアデン周辺からハドラマウト
への東進を行っている。一方のサウジア
ラビアはアリーミー政権と連携して「ハ
ドラマウト国民会議」を設立し、自治主
義に源流を持つ部族同盟も創設され県内
での競争が複雑化している。その東のマ
フラ県では武器密輸経路であると同時に
オマーンの勢力圏であり、サラフ主義や
密輸に関するサウジアラビアとの方針の
違いが顕在化する地域でもある。
全体討論では、宇都宮大学の松尾昌樹
が、紛争の要因を恒常的効果と変動的効
果に分ける見方を提供し、しばしば紛争
の原因とされる後者だけでなく前者にも
着目することを主張したうえで、非国家
主体間の紛争が多い他地域と比べ主権国
家間の紛争が急増している中東に固有の
状況として考えられることを提示した。

（東京大学教養学部　芝田和樹）

バフワーン文庫特任研究員　倉澤 理

前号のシリア関連の記事で、2024
年に逝去したシリア人の恩師との思い出
を綴らせていただきました。
落語家や芸人が師匠に金魚のフンの如

くくっついて歩くように、大学に先生が
いらっしゃる時間帯はおろか、日曜日の

夕方は吉祥寺の外国人教員宿舎の先生の
家にお邪魔をし、千葉の自宅に帰宅する
のは深夜という、夢のようなアラビア語
漬けの生活を送っていました。
先生と一緒に作った、通称「農民サラ
ダ」。卵とジャガイモを一緒に茹でて、
殻と皮を剥いて、すりつぶし、玉ねぎの
ざく切りを混ぜて、クミン（だったか？）

などで整えた、シンプルな一品。
そして先生自らが淹れてくれたコー
ヒー。長い持ち手のついた小さなポット
に挽いたコーヒーを入れ、水を注いだ
後、幾度も沸騰させて、仕上げはカルダ
モン（だったか？）などをいれていたと
思います。作り方をメモしなかったのが
悔やまれます。
中東地域に興味を持たれた皆さんに、

こうした「生の文化」を感じていただきた
く、今回は文庫が所蔵する、中東地域の

4. バフワーン文庫便り
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●UTCMESスタッフ紹介　（2025年 9月30日現在）
〈スタッフ〉
高 橋　英 海（センター長、兼務教授） 大 塚　　 修（兼務准教授）
苅 谷　康 太（兼務准教授） 森 元　誠 二（客員教授）
鈴 木　啓 之（特任准教授） 木 村　風 雅（特任助教）
倉 澤　　 理（バフワーン文庫・特任研究員） 瀬 口　美 加（事務補佐員）
〈UTCMES 運営委員〉
高 橋　英 海（委員長、総合文化研究科教授） 大 塚　　 修（総合文化研究科准教授）
苅 谷　康 太（総合文化研究科准教授） 森 井　裕 一（総合文化研究科教授・グローバル地域研究機構長）
清 水　　 剛（総合文化研究科教授・副研究科長） 四 本　裕 子（総合文化研究科教授）
黛 　　秋 津（総合文化研究科教授） 菊 地　達 也（人文社会系研究科教授）
〈スルタン・カブース・グローバル中東寄付講座運営委員会〉
高 橋　英 海（委員長） 大 塚　　 修 苅 谷　康 太 森 井　裕 一
清 水　　 剛 四 本　裕 子 黛 　　秋 津

食文化関連の本をご紹介したく思います。

〇 現地で学んだパレスチナ料理レシピ
集 / 菅瀬晶子著

　 （44 頁、［田浪亜央江：田村幸恵：
役重善洋］、［2025.5］）

※ 東大内では、バフワーン文庫のみ所
蔵（2025 年 7 月時点）

※ バフワーン文庫所蔵のものは寄贈に
よるもの。

 今年（2025 年）3 月に逝去した著
者がかつて連載したものに、絶筆の原
稿などを加え、とりまとめたもの。

〇 トルコ料理の誘惑：私を虜にした食
と文化 / 井藤聖子著

　（197 頁、現代企画室、2019.10）
※ 東大内では、バフワーン文庫のみ所
蔵（2025 年 7 月時点）。

〇 フムス：豆のペーストレシピ 70 / 
朝日新聞出版編著

　（95 頁、朝日新聞出版、2016.8）

※ 東大内では、バフワーン文庫のみ所
蔵（2025 年 7 月時点）

〇 アラジンとお菓子：『アラビアンナ
イト』から / ムナ・サルーム、レ
イラ・サルーム・エリアス著；今川
香代子訳

　（146 頁、東洋出版、2017.12）
※ 東大内では、バフワーン文庫のみ所
蔵（2025 年 7 月時点）

〇 アラブのなりわい生態系　2：ナツ
メヤシ / 石山俊、縄田浩志編

　（315、iii 頁、臨川書店、2013.12）
※ 東大内では、バフワーン文庫の他、
駒場図書館、本郷・総合図書館、弥
生・ 農 学 生 命 科 学 図 書 館 所 蔵
（2025 年 7 月時点）
 「コラム 3　食べ物としてのナツメヤ
シ」（石山俊著）他収録。

〇 魚食から文化を知る：ユダヤ教、キ
リスト教、イスラム文化と日本 / 

平川敬治著
　 （184 頁、鳥影社、2020.12　※文
庫所蔵は 2021年 3 月の初版第 2
刷）

※ 東大内では、バフワーン文庫の他、
本郷・総合図書館、弥生・農学生命
科学図書館所蔵（2025年7月時点）

 「西アジア世界の魚文化―キリスト教
誕生の地の魚と漁」収録。

〇世界珍食紀行 / 山田七絵編
　（245 頁、文藝春秋、2022.7）
※ 東大内では、バフワーン文庫の他、
本郷・総合図書館所蔵（2025 年 7
月時点）

 「クウェート　国民食マチブースと羊
肉のはなし」（石黒大岳著）他収録。

バフワーン文庫は学術的な研究書のみ
ならず、こうした食を含めた文化全般に
関する本も積極的に蒐集しています。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


